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日
本
の
税
制
に
消
費
税
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
、
４
月
１
日
で
３
５

年
。
政
府
は
消
費
税
を
社
会
保
障

財
源
と
言
い
ま
す
が
、
大
企
業
と

富
裕
層
の
減
税
の
穴
埋
め
に
使
わ

れ
た
の
が
実
態
で
す
。 

 

１
９
８
９
年
４
月
に
３
％
の
税

率
で
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
以

降
、
自
民
党
政
権
は
５
％
（
９
７

年
４
月
）
、
８
％
（
２
０
１
４
年

４
月
）
、
１
０
％
（
１
９
年
１
０

月
）
と
段
階
的
に
消
費
税
率
を
引

き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
や
消

費
税
は
国
の
一
般
会
計
税
収
で
、

法
人
税
、
所
得
税
を
抜
い
て
最
多

の
税
目
と
な
り
ま
し
た
。 

消
費
税 

累
計
５
３
９
兆
円 

 

こ
の
３
５
年
全
体
で
見
る
と
、

国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
消
費
税
収

は
累
計
５
３
９
兆
円
に
の
ぼ
り
ま

す
。
一
方
、
ほ
ぼ
同
じ
期
間
に
法

人
３
税
（
法
人
税
、
法
人
住
民
税
、

１
０
年
間
減
税
す
る
制
度
と
、
国

内
で
研
究
開
発
し
た
知
的
財
産
か

ら
の
所
得
へ
の
課
税
を
７
年
間
軽

減
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
券
「
裏
金
」
問
題
は

自
民
党
の
金
権
腐
敗
・
汚
職
体
質

を
さ
ら
な
る
大
企
業
減
税
で
す
。 

 

パ
ー
テ
ィ
ー
券
「
裏
金
」
問
題

は
自
民
党
の
金
権
腐
敗
・
汚
職
体

質
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
い

ま
こ
そ
、
大
企
業
か
ら
金
を
受
け

取
り
、
大
企
業
を
優
遇
す
る
自
民

党
政
治
か
ら
脱
却
す
る
と
き
で

す
。 

 

法
人
事
業
税
）
は
累
計
３
１
８
兆

円
、
所
得
税
・
住
民
税
は
２
９
５

兆
円
も
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。 

減
税
効
果
は
、
賃
上
げ
よ
り

内
部
留
保
の
積
み
上
げ
に 

自
民
党
・
公
明
党
は
昨
年
１
２

月
に
決
定
し
た
「
与
党
税
制
改
正

大
綱
」
で
、
約
４
０
年
間
に
わ
た

っ
て
法
人
税
率
を
段
階
的
に
引
き

下
げ
た
中
で
「
法
人
税
の
税
収
力

が
低
下
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
企

業
が
投
資
拡
大
や
賃
上
げ
に
取
り

組
む
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
の
、

結
局
、
内
部
留
保
と
現
預
金
が
積

み
上
が
っ
た
と
指
摘
。
「
法
人
税

改
革
は
意
図
し
た
成
果
を
あ
げ
て

こ
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
認
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
大
綱
で
半
導

体
、
電
気
自
動
車
な
ど
「
戦
略
分

野
」
の
国
内
生
産
・
販
売
に
対
し

法人３税の減収累計 ３１８兆円 

企業名
自民党への

献金額

2022年度の
消費税

輸出還付金

キックバック
率

トヨタ自動車 5,000万円 5,276億円 10,552倍

日産自動車 3,700万円 1,897億円 5,127倍

本田技研工業 2,500万円 1,879億円 7,519倍

キャノン 4,000万円 ７２３億円 1,808倍

日本製鉄 2,700万円 ５０７億円 1,878倍

日立製作所 3,500万円 ３４９億円 ９９７倍

献
金
大
企
業
に
は
巨
額
の
「還
付
」 
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の

事
故
か
ら
１
３
年
目
の
３
月
１

１
日
、
さ
よ
な
ら
原
発
豊
田
市

民
行
動
連
絡
会
の
呼
び
か
け

で
、
原
発
ゼ
ロ
の
集
会
、
中
部

電
力
へ
の
要
請
、
パ
レ
ー
ド
が

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会

で
は
各
市
民
団
体
、
個
人
の
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産

党
の
根
本
み
は
る
市
議
か
ら
激

励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
能
登
半

島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
と
意
を
表
し
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
述

べ
「
自
民
党
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
裏
金
事
件
へ
の
国
民
の
怒
り
が

沸
騰
し
て
い
る
中
、
軍
事
費
は
８

兆
円
も
の
過
去
最
大
の
予
算
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
福
島

原
発
事
故
で
発
生
し
た
『
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
汚
染
水
』
の
海
洋
放
出
の
中
止

と
、
新
た
な
汚
染
水
の
発
生
を
抑

え
る
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
運
動

が
続
い
て
い
ま
す
。
能
登
半
島
地

震
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
志
賀

原
発
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針

と
、
避
難
計
画
が
全
く
機
能
し
な

い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
政

府
の
原
発
推
進
施
策
に
、
も
は
や

道
理
は
無
く
、
全
国
の
怒
り
の
行

動
と
結
び
、
原
発
を
無
く
す
政
府

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
呼
び
か

ず
れ
も
原
発
依
存
で
は
打
開
で

き
ま
せ
ん
。
原
発
固
執
は
、
気
候

危
機
打
開
に
不
可
欠
な
省
エ
ネ

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
・
拡
大
の
妨
げ
と
な
り
、
「
脱

原
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
」
、
と
の
運
動
を
さ
ら
に

広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

パレードの様子 

け
ま
し
た
。 

岸
田
内
閣
は
昨
年
２
月
、
原
発

の
最
大
限
の
活
用
を
明
記
し
た

「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
に
向
け

た
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
、

原
発
の
建
て
替
え
や
運
転
期
間
の

延
長
な
ど
を
始
め
と
す
る
政
策
を

大
転
換
し
て
い
ま
す
。 

基
本
方
針
は
、
原
発
の
最
大
限
活

用
の
口
実
に
脱
炭
素
や
電
力
安
定

供
給
を
挙
げ
ま
す
。
し
か
し
、
い

◆法律相談は弁護士が第２土曜日 
午前 10時～12時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 


